
 
 

令和６年１２月２６日 

国土交通省関東地方整備局 

企画部 
 

「建設現場における遠隔臨場取組事例集（関東地方整備局版）」の 

第２版を作成しました！ 

～設計変更協議における遠隔臨場の活用事例を追加し働き方改革の更なる推進～ 

 建設現場における遠隔臨場については、関東地方整備局では令和４年６月より全ての工事

（営繕関係、港湾空港関係を除く）を対象に本格的に実施し、令和５年９月に「建設現場に

おける遠隔臨場取組事例集（関東地方整備局版）」として現場での工夫事例を取りまとめた

ところですが、今回、設計変更協議において活用し効率化を図った事例を追加しました。 

今後も継続して普及に努めるとともに、受発注者の業務効率化の促進を目指します。 

【本事例集の内容及び主な特徴】 

工期末が令和６年７月１日以降の工事を対象に、建設現場における遠隔臨場に取り組み、 

工夫を実施した以下の事例を第２版として追加掲載し（計２２事例）、工夫を実施した事例は、

説明時間や資料作成に要した時間、資料のボリューム（枚数）等の観点で効果を定量的に記載

しました。 

１．設計変更協議（遠隔臨場） 

設計変更協議において遠隔臨場を活用し、説明の効率化を図った事例（５事例） 

２．段階確認、材料確認、立会 

段階確認、材料確認又は立会において遠隔臨場を活用し、説明の効率化を図った事例 

（１２事例） 

３．その他（Web 会議） 

設計変更協議において Web 会議を活用し、動画や３Ｄモデルにより説明の効率化を図っ 

た事例や今後の遠隔臨場の活用により効率化が見込まれる事例（５事例） 

※「建設現場における遠隔臨場取組事例集（関東地方整備局版）」は関東地方整備局ホームペー 

ジに掲載しています。 

  掲載場所：関東地整ＨＰ ＞ 技術情報 ＞ 公共工事の品質確保 ＞ 建設現場の遠隔臨場 

＜発表記者クラブ＞ 竹芝記者クラブ 神奈川建設記者会 埼玉県政記者クラブ 

＜問い合わせ先＞ 

関東地方整備局 企画部 

電話：０４８－６０１－３１５１（代表） FAX：０４８－６００－１３７５ 

技術管理課 課長   佐藤（さとう）（内線：３３１１） 

技術調査課 課長補佐 伊藤（いとう）（内線：３２５２） 

 



・効果は、説明時間や資料
作成に要した時間、資料の
ボリューム（枚数）等の観点
で定量的に評価。

・施工者（受注者）や監督職
員（発注者）が活用して感じ
た「効果」や「今後の課題」
など、現場からの生の声を
掲載。

・活用状況の分かる写真を
掲載。
・「遠隔臨場の初心者」でも
分かりやすい事例集として
いる。

【本事例集の内容及び主な特徴】
・２２事例を追加掲載…設計変更協議（遠隔臨場）：５事例 段階確認･材料確認･立会：１２事例 その他（Web会議）：５事例
・設計変更協議の掲載…新たに設計変更協議で活用した事例を掲載し、今後、各現場での業務効率化のヒントとして活用されるよう周知
・効果を定量的に評価…工夫を実施した事例は、説明時間や資料作成に要した時間、資料のボリューム（枚数）等の観点で評価

事例の類型ごとに工夫点を
整理

※「建設現場における遠隔臨場取組事例集（関東地方整備局版）」は関東地方整備局ホームページに掲載しています。
ホームページアドレス https://www.ktr.mlit.go.jp/gijyutu/gijyutu00000212.html

令和６年１２月に「建設現場における遠隔臨場 取組事例集（関東地方整備局版 第２版）」を公表

https://www.ktr.mlit.go.jp/gijyutu/gijyutu00000212.html



